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一小の校内研修（一人１授業・初任者研修研究授業） 

 
算数科の学習 

 

令和３年１１月５日（金）第２校時 ２年２組 

 

＜単元名＞ かけ算九九をつくろう 「かけ算九九づくり」 

＜学習について＞ 

 この単元は、次のような力を育てることをねらいとしています。 

 

 

 

この学習は１０時間予定で、本時は１時間目です。本時のねらいは次の通りです。 

 

 

 

 これまでに、２の段から５の段までの学習をしています。今日は、学んだことを生かし

て、自分なりに６の段の答えを考えていく学習です。 

活動１ ２の段から５の段までの九九を確かめ、学習のめあてと見通しをもつ。 

２から５の段の九九を表に記入

し、規則性を確かめました。                    

 

 

 

 

 

 

 そして、新しい学習である６

の段について学習のめあてを設

定していきました。 

 

 

 

 

 

乗法の意味の理解を深め、乗法に関して成り立つ性質をもとに、乗法九九を

構成するとともに、九九を唱え、用いることができるようにする。 

 

乗数が１増えると答えが６増えることなどを活用して、６の段の九九を構成す

ることができる。 

 

 

〇２の段は２すつふえている、

３の段は３ずつ・・・ 

〇2×3と 3×2の答えは同じだ

・・・ 

 六個入りのチーズ 2 箱を

提示して、6×2の意味を

確かめました。次に、2×6

とも考えられることを TV

に映しています。 
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活動２ ６の段の九九のつくり方を自分なりに考える。 

 まずは、6×1 から 6×4 までの答えを自分で考えまし

た。多くの児童は「６個入りの箱（６の段）なので６ず

つ増えることを手がかりに答えを求めていました。中には、「２×４、３×４、４×４、

５×４」と、これまでに習った九九を活用している児童も見られました。 

  

活動３ お互いの考えを出し合って６の段をつくり、学習のまとめをする。 

 

 児童は、６の段の九九を作り上げ、乗

数が１増えると答えが６増えることや

４の段の九九との違いに触れたりしな

がら、自分の考えを説明していました。 

 その後、学習プリントを使って、授業

の内容が正しく身についているか確か

めました。 

九九をただ覚えるのでなく、自分で考えて九九を構成していく学習はこの後も続きま

す。授業の後には九九を唱える児童の姿が見られました。 

 

 

 戸惑っている児童にはヒ

ント（アレイ図）が配られ

ました。 

 

 

 自分で解決できた児童は自信満々に挙

手して発表しています。 

 自分と違う考え方で説いた児童の発表

に真剣に聞き入る姿も見られました。 
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